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W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

※国名の略称は次を⽤います。欧︓ユーロ圏、独︓ドイツ、英︓イギリス、仏︓フランス

欧州日本米国
欧︓デギンドスECB副総裁

講演
欧︓ﾚｰﾝECBﾁｰﾌｴｺﾉﾐｽﾄ講演

7-9月期GDP11月NY連銀製造業景況指数
NY連銀総裁講演
ﾐﾈｱﾎﾟﾘｽ連銀総裁講演

11/17月

英︓ﾋﾟﾙBOEﾁｰﾌｴｺﾉﾐｽﾄ講演10月訪日外客数10月鉱工業生産
11月NAHB住宅市場指数

11/18火

欧︓9月経常収支
英︓10月消費者物価指数
英︓10月生産者物価指数
英︓9月住宅価格指数

10月貿易統計
9月機械受注

10月住宅着工件数
10月FOMC議事録
NY連銀総裁講演

11/19水

独︓10月生産者物価指数
EU外相理事会

10月新築ﾏﾝｼｮﾝ市場動向
小枝日銀審議委員講演

11月ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ連銀製造業
景況指数
10月中古住宅販売件数
ｸﾘｰﾌﾞﾗﾝﾄﾞ連銀総裁講演
ｼｶｺﾞ連銀総裁講演11/20木

欧︓11月消費者信頼感指数
欧︓11月PMI
欧︓7-9月期妥結賃⾦
欧︓ラガルドECB総裁講演
独︓11月PMI
独︓ﾅｰｹﾞﾙ独連銀総裁講演
英︓11月PMI
英︓10月小売売上高

10月消費者物価指数
11月PMI

11月PMI
NY連銀総裁講演
ﾀﾞﾗｽ連銀総裁講演

11/21金

11/22土

11/23日

来週のタイムテーブル

（出所）各種資料
1

エヌビディア決算で占うA I相場来週の
注目点



W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

その他新興国アジア新興国カナダ・豪州・NZ
伯︓9月経済活動指数印︓10月失業率

印︓10月貿易統計
星︓10月非石油地場輸出
泰︓7-9月期GDP
⽐︓9月海外送⾦

加︓10月住宅販売件数
加︓10月住宅価格指数
加︓10月住宅着工件数
加︓10月消費者物価指数11/17月

⼟︓10月住宅価格指数泰︓*10月貿易統計（通関
ベース）

豪︓RBA理事会
（11月4日開催分）
の議事要旨

11/18火

南ア︓10月消費者物価指数
南ア︓9月小売売上高
露︓10月生産者物価指数

尼︓⾦融政策決定会合
⽐︓10月国際収支
⾺︓10月貿易統計

NZ︓7-9月期生産者物価
指数

豪︓10月ウエストパック
景気先⾏指数

豪︓7-9月期賃⾦指数11/19水

南ア︓⾦融政策決定会合
墨︓⾦融政策決定会合

（11月6日開催分）の
議事要旨

中︓LPR公表
尼︓7-9月期国際収支

豪︓ハンターRBA総裁補佐
講演

11/20木

⼟︓10月外国人観光客数
墨︓9月経済活動指数

韓︓10月生産者物価指数
印︓11月PMI
⾺︓10月消費者物価指数

NZ︓10月貿易統計
豪︓11月PMI
加︓9月小売売上高

11/21金

11/22土

11/23日

2

（出所）各種資料

※*は当該日以降に発表を予定しています。※国名の略称は次を⽤います。加︓カナダ、豪︓豪州、NZ︓ニュージーランド、
中︓中国、韓︓韓国、印︓インド、尼︓インドネシア、星︓シンガポール、泰︓タイ、⽐︓フィリピン、越︓ベトナム、
⾺︓マレーシア、⼟︓トルコ、露︓ロシア、墨︓メキシコ、伯︓ブラジル、南ア︓南アフリカ



W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

米国

3

経 済 ･ ⾦ 利 株 式

⽶国︓10年国債利回り

（％）

- 週を通じてみれば⾦利は全体的に若⼲上昇
した。FF⾦利先物では12月FOMCでの利
下げ期待が前週末の66.2％から49.5％に
低下し、利下げ⾒送り観測と拮抗しはじめ
た。タカ派のFRB高官は追加利下げに慎重
な⾒解を引き続き⽰した。また、公式統計
の発表が先送りされていることから、ハト
派から中道派の高官も追加利下げの是非を
判断しかねている状況だ。

- 史上最⻑となった政府機関閉鎖は43日間
で終了した。退役軍人省や連邦議会などは
2026年9月末までの予算が計上されたほか、
その他の政府機関は1月末までのつなぎ予
算を確保した。また、政府機関閉鎖中の連
邦政府職員への給与支払いおよび一時解雇
の撤回も盛り込まれた。その他、上院⺠主
党はオバマケアにおける保険料補助の即時
延⻑を求めてきたが、共和党ならびにトラ
ンプ政権はほとんど譲歩せず、12月中旬
までに延⻑の可否を問う採決が約束される
に留まった。

（出所）ブルームバーグ

⽶国︓12月FOMCでの利下げ期待

R E I T

※直近値は2025年11月13日

- 13日（木）までのS&P500の週間騰落率は
0.1％。政府機関の一部閉鎖の解除を好感
した上昇を、同日の下落が打ち消した。

- 10日に+1.5％となり、11、12日も緩やか
に続伸した。10日に上院、12日に下院で、
政府閉鎖解除に向けたつなぎ予算案が相次
いで可決。12日にはトランプ⼤統領が予
算案に署名した。一連の動きを市場は好感
した。しかし13日は▲1.7％と反落。材料
出尽くしと⾒た売りが出た模様。加えて
FRB高官から利下げに慎重な発⾔が相次い
だことも売りを誘った。根強い高値警戒感
から半導体などAI関連株が下落を主導した。

※期間は当資料発⾏日の前日を基準に過去1年間

（％）

- Nareit指数（配当込み）は前週末から13日
まで▲1.4%。データセンターは開発案件
の積み上がりから期待に左右される度合い
が増幅しており、調整。一方、通信や⼾建
住宅などのディフェンシブセクターが上昇。

政府機関の閉鎖解除と利下げ期待の後退今週の
振返り

（出所）ブルームバーグ

（％）
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W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

米国

4

⽶国︓株価指数 ⽶国︓REIT

（米ドル）

（出所）ブルームバーグ（出所）ブルームバーグ

株 式

- 主な経済指標は11月地区連銀製造業景況
指数（17日にニューヨーク、20日にフィ
ラデルフィア）や21日（⾦）11月PMIな
ど が 発 表 予 定 。 FRB 関 連 で は 、 19 日
（水）10月FOMC議事録のほか、高官講演
もいくつか予定されている。

- 10月FOMC以降の高官発⾔からすでに明ら
かではあるものの、FOMC議事録では追加
利下げを巡るFOMC参加者間の温度差が目
⽴つ可能性が高い。また、パウエルFRB議
⻑が記者会⾒で指摘していたように、公式
統計の発表先送りは12月FOMCでの利下げ
⾒送りの一因になり得る。それだけに、議
事録では政策決定の指針となるような記述
があるか注目したい。

- 経済指標は上記のほか、国家経済会議委員
⻑は9月雇⽤統計の来週発表の可能性に⾔
及した。そのほかの未発表指標も、少なく
とも9月分は順次公表されていくことにな
ろう。

R E I T

経 済 ･ ⾦ 利

来週の
注目点

- 8-10月期決算は18日（火）ホーム・デポ、
19日（水）エヌビディアとパロアルト、
20日（木）ウォルマートが発表予定。

- 市場の関心はエヌビディアの決算に集中し
よう。注目されるのは以下の点と考えられ
る。①2025年11月-26年1月期の売上高⾒
通し。②次世代半導体ブラックウェルの出
荷動向と粗利益率への影響。③中国市場の
動向。④ビッグテックからの具体的な受注
状況と将来のガイダンス。特に①や④が市
場の期待を上回ればAIバブル論の反証材料
となり、期待並みあるいは期待を下回れば、
AIバブル論に拍⾞をかける可能性がある。

※期間は当資料発⾏日の前日を基準に過去1年間

- ⼾建住宅のインビテーション・ホームズの
投資家向け説明会では、賃料設定、費⽤面
のほか、外部成⻑戦略に注目。需要面では、
ホーム・デポやロウズなどの住宅改修関連
銘柄の決算からも⽰唆が得られよう。

エヌビディア企業決算とAIバブル論

※期間は当資料発⾏日の前日を基準に過去1年間
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W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

※先週末⽐でほとんど変化がないことを⽰す

日本

5

株 式

日本︓10年国債利回り

（％）

（出所）ブルームバーグ

- 14日前場までの前週末⽐は、日経平均株
価+0.3％、TOPIX+1.7％、グロース250
は+2.0％。⽶政府機関閉鎖解除への期待
や円安進⾏などから10日はAI・半導体関
連株がけん引して上昇。11日も続伸して
始まったが、利益確定と⾒られる売りなど
から後場にかけて調整。12日は、前日の
決算発表で米エヌビディア株の保有全株式
売却が判明したソフトバンクGが一時急落
するなど、AI・半導体関連株主導で日経平
均株価は下落した。一方、プライム上場銘
柄の8割弱が上昇しTOPIXは史上最高値を
更新。13日も電線株などが上昇をけん引
しTOPIXは連日の高値更新となった。14
日は米利下げ観測の後退で米株が急落した
ことを受けて⼤幅安となっている。

- 業種別では、エネルギー関連や⾦融関連が
上昇し、⾦属、精密、その他製品などが下
落。個別では、三井海洋開発、エムスリー、
デクセリアルズなどが上昇し、KOKUSAI、
サンケン電気、日本発条などが下落した。

R E I T

経 済 ･ ⾦ 利

- 東証REIT指数（配当なし）は2,000ptを突
破し、前週末から13日まで+1.1％。ほぼ
全ての銘柄が上昇したが、資産運⽤会社で
のガバナンスの問題が証券取引等監視委員
会から指摘されたSOCiLA物流リートが逆
⾏安。海外投資家は特にこうしたガバナン
スに敏感である。

TOPIXが連日の史上最高値更新
今週の
振返り

- 国内⾦利は超⻑期ゾーンでの上昇が目⽴っ
た。経済財政諮問会議では、⺠間議員とし
て「リフレ派」とされる前日本銀⾏副総裁
の若⽥部昌澄⽒が起⽤されるなど、高市政
権の積極財政路線を⾊濃く反映した人事と
なった。若⽥部⽒は、プライマリーバラン
ス（PB）⿊字化目標の撤回を主張したほ
か、名目成⻑率が名目⾦利を上回る現状を
踏まえ、一定の財政赤字を容認できるとの
考えを⽰した。「責任ある積極財政」への
期待から財政悪化懸念が後退していた流れ
は、足元で巻き戻されつつある。

日本︓イールドカーブの変化（7日-13日）

（出所）ブルームバーグ

（%pt）

※期間は当資料発⾏日の前日を基準に過去1年間
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W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

日本

6

日本︓株価指数 日本︓REIT

（円）

（出所）ブルームバーグ（出所）ブルームバーグ

株 式

- 7-9月期決算発表はほぼ終了。同業種内で
も優勝劣敗が目⽴つ。関税影響が事前に読
み切れずサプライズ決算となるケースが多
く、極端な株価反応が目⽴つ。業種別では
AI・データセンター関連や建設、地銀な
どに業績上方修正が多い。一方、人件費・
物流費などのコスト増に苦しむ内需関連や、
商品市況下落の影響を受ける鉄鋼・化学な
どの素材関連の業績不振が目⽴つ。

- 19日（水）⽶エヌビディアの決算発表。
市場の高い期待に応えることができるか。
経済指標では、国内の7-9月期GDP、10
月全国CPI、日欧米の11月PMIなどに注
目。決算発表後は自社株買いが増加しやす
い季節性や米政府機関閉鎖の解除による安
心感などから堅調な展開が継続か。相場の
変動要因としては為替動向に注目。通貨当
局のけん制発⾔にもかかわらず円安進⾏に
⻭⽌めがかからない。19日発表の10月
FOMC議事要旨で米利下げ織り込みや為替
の動向に変化があるか。

R E I T

経 済 ･ ⾦ 利

来週の
注目点

- オフィス特化型の決算発表は、堅調な賃料
上昇が想定される。NAV倍率が1倍を超え
てきている中、増資の⾒通しについても注
目される。10月の投資部門別売買状況で
は特に国内⾦融機関において⼤きな動きは
⾒られず、引き続きJ-REITの業績成⻑を
織り込む形でのじり高の展開を想定する。

エヌビディア決算、為替相場

- 足元では、市場が想定する来年1月までの
利上げ確率が8割を下回り、利上げ観測は
やや後退している。一方、円安が進み一時
1米ドル＝155円を付け、政府による為替
介入への思惑が高まっており、円安対策と
しての利上げ観測が再燃する可能性がある。
高市⾸相は⾦融緩和継続の姿勢を⽰してい
るが、利上げをけん制する発⾔があれば円
安が一段と進み、物価高を助⻑する恐れが
ある。物価高対策を優先課題と位置付ける
高市政権としても、利上げを容認せざるを
得ない局面にあるといえよう。

※期間は当資料発⾏日の前日を基準に過去1年間 ※期間は当資料発⾏日の前日を基準に過去1年間
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来週の
注目点

欧州

7

（出所）ブルームバーグ

（％）

- 英国の9月失業率は5.0%と、8月の4.8%
から上昇した。そもそも3カ月移動平均の
データのため、単月で0.2%ptもの上昇は
稀で、1年振りの事象。一方で、トレンド
として労働参加率は上昇しており（＝労働
供給が増加している）、必ずしも「悪い失
業率の上昇」とは⾔えない。ただし、短期
的に労働需給が緩和しているのは事実で、
9月週平均賃⾦は⺠間部門（賞与を除く）
で前年同月⽐+4.2%と7カ月連続で伸びが
鈍化した。先週のBOE⾦融政策報告書の想
定に沿った展開で、仮に先週BOEが利下げ
を敢⾏していれば「先⾒の明」があったと
して評価されたはず。今後は10、11月分
の消費者物価指数の伸びの鈍化が確認され、
11月26日発表の来年度の予算案が想定通
り緊縮的な内容であれば、BOEの12月の
利下げが確実視されよう。12月利下げの
市場の織り込みは現時点で約85%まで高
まっている。

- 英国では7-9月期実質GDPも発表された。
前期⽐（以下同じ）+0.1%は市場予想の
+0.2%を下回る結果。1-3、4-6月期のそ
れぞれ+0.7%、+0.3%から尻すぼみ。3
四半期を均せば年率1.4%の計算で、極端
に弱いわけではないが、先が懸念される。

来週の注目点

今週の振り返り 英国︓失業率と週平均賃⾦

英国・ドイツ︓10年国債利回り

（出所）英国統計局

- 英国で10月消費者物価指数が公表される。
9月は総合が前年同月⽐+3.8%、コアが同
+3.5%だったが、鈍化が⾒込まれる。

- 各国の11月PMIにも注目。10月はユーロ
圏では総合で52.5と5カ月連続の上昇で、
2023年5月以来の高水準に達し、製造業も
50を回復した。英国は総合で52.2ながら
も一進一退で安定せず、製造業は13カ月
連続で50を下回っている。ユーロ圏は国
防費、インフラ投資が今後増額される方針
であるのに対し、英国は緊縮財政を余儀な
くされるため、両者の対照が改めて浮き彫
りになるか。

※期間は当資料発⾏日の前日を基準に過去1年間

英国の消費者物価指数
各国のPMI

※週平均賃⾦は前年同月⽐
※いずれも3カ月移動平均、直近値は2025年9月
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為替レートの推移

為替レートの週間変化率（対円）

※期間は前週末から当資料発⾏日の前日

（出所）ブルームバーグ

（％）

（出所）ブルームバーグ

（米ドル/ユーロ）（円/米ドル）

円安円高

- 先週末、トランプ米⼤統領が訪印の意向を
⽰したことから、米印通商合意期待がリス
クオンの円安に作⽤。また、中国がネクス
ペリア製半導体の輸出再開に合意したとオ
ランダ⾸相が明らかにしたため、リスクオ
ンの円安で米ドル円は153円台半ばに上昇。
米国株の反発に加え、中国商務省が9日に
ネクスペリアについて⺠生⽤輸出を許可す
ると発表したことから、今週初は円安が進
⾏。米上院で政府閉鎖解除に向けたつなぎ
予算案可決に⼗分な⺠主党票が確保される
⾒込み、と報じられたことも円安に寄与。
「インドとのディールにかなり近づいてい
る」との米⼤統領発⾔もあり、米ドル円は
11日に154.49円まで上昇した。

- 米ADP⺠間雇⽤者数が10月25日までの4週
平均で1.1万人減少、と報じられると米⾦
利低下・米ドル安に振れた。しかし、米ド
ル円はすぐに反発。12日、片山財務相が
円安について「マイナス⾯が目⽴ってきた
ところがあるのは否定しない」と述べたが、
高市⾸相が「政府・日銀一体となって国⺠
経済の発展に取り組む」と述べたことが利
上げ観測を弱め、米ドル円は155.04円ま
で円安が進⾏。つなぎ予算成⽴で米政府機
関閉鎖が解除されたことも円安に寄与した。
その後は、米株安に振れるなかで円高・米
ドル安に傾く場面もあった。

- 三村財務官は5日に、最近の円相場は日⽶
⾦利差で想定される水準からやや乖離して
いるとの⾒解を⽰している。リスクオンや
高市政権の積極財政への思惑などが円安を
招いている状況について、為替がファンダ
メンタルズで説明できない動きを⽰してい
ると考えている可能性はある。片山財務相
など当局者は円安について「一方的で急激
な動き」と評しているが、「過度な変動」、
「正当化できない」、「投機的」との⾒解
を⽰すと為替介入への警戒が必要となろう。

来週の注目点

今週の振り返り

来週の
注目点

※期間は当資料発⾏日の前日を基準に過去1年間

為替

円安についての当局の見解
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カナダ・豪州

9

豪州︓10年国債利回りと為替レート

（出所）ブルームバーグ

カナダ︓10年国債利回りと為替レート

（出所）ブルームバーグ

（％） （円/カナダ・ドル） （％） （円/豪ドル）

※期間は当資料発⾏日の前日を基準に過去1年間 ※期間は当資料発⾏日の前日を基準に過去1年間

豪州

今週の振り返り

来週の注目点

- RBA高官の発⾔や堅調な経済指標を受けて、
利下げ打ち⽌め感が一層強まり⾦利は上昇。
豪ドルは、対米ドルで前週末⽐0.6%増価
し、円全面安の中、対円では1.3%増価。

- ハウザーRBA副総裁は10日の講演で、豪
州経済は需要が供給能⼒を超えていると発
⾔し、利下げ余地が乏しいことを⽰唆した。

- 11日発表の11月ウエストパック消費者信
頼感指数は103.8と10月の92.1から急上
昇。分水嶺の100を上回るのは2022年2月
以来であり、景気回復への期待が高まった。

- 13日発表の10月雇用統計では、雇⽤者数
が前月差4.22万人増と市場予想の2.00万
人増を上回った。失業率は9月の4.5%か
ら4.3%へ低下。労働市場の強さを⽰した。

RBA理事会の議事要旨と
賃金指数に注目

- 11月RBA理事会の議事要旨が18日（火）
に公表される。利下げ打ち⽌めが意識され
よう。19日（水）に7-9月期賃⾦指数が発
表される。強い結果となり、インフレ加速
が一時的との⾒方に疑問を投げかけるか。

今週の振り返り

来週の注目点

- 17日（月）に10月消費者物価指数が発表
される。当面は既往の利下げや財政政策の
効果を⾒極める局面であり、多少下振れて
も早期の利下げ観測は高まりづらいだろう。
一方、上振れれば、一部で浮上した来年の
利上げ観測が高まる可能性も否定できず。

カナダ 消費者物価指数に注目

- 7日発表の10月雇用統計では、雇⽤者数が
市場予想の前月差0.50万人減に対して
6.66万人増と上振れし、失業率は9月の
7.1%から6.9%に低下。追加利下げの観
測が後退し、同日は⾦利上昇と通貨高に。

- 今週もこの流れが継続。12日公表の10月
⾦融政策決定会合の議事要旨では「現状に
おいて、経済を支えるために⾦融政策が果
たせる役割は限界が近い」などと記された。
追加利下げの予想を撤回する市場参加者が
散⾒されただけでなく、早くも来年の利上
げ転換を予想する市場参加者さえ現れた。
⾦利は前週末⽐で小幅に上昇。カナダ・ド
ルは、対米ドルで前週末⽐0.1%増価し、
円全面安の中、対円では0.8%増価した。
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ブラジル・インド

10

ブラジル︓株価指数と10年国債利回り インド︓株価指数と10年国債利回り

（%）（%）

（出所）ブルームバーグ（出所）ブルームバーグ

※期間は当資料発⾏日の前日を基準に過去1年間 ※期間は当資料発⾏日の前日を基準に過去1年間

- 米印通商合意がかなり近づいているとトラ
ンプ⽶⼤統領が述べると同時に、対印関税
は「いずれ引き下げる」と発⾔したことや、
欧⽶⼤⼿⾦融機関が相次いでインド株の投
資判断を引き上げたことなどが好感され、
NIFTY50指数は前週末⽐+1.5%。AI投資
の本格化などが評価されているITセクター
や、祝祭日期間の販売が好調だった自動⾞
セクターが株価上昇をけん引した。

- 10月CPIは、前年同月⽐+0.25%へ鈍化。
前年の高い水準が前年同月⽐を押し下げた
ほか、GST（物品・サービス税）引き下げ
による価格転嫁、⾷品価格の下落等が影響。
ただ、家庭⽤品・サービスの伸び率が一段
と鈍化し、内需回復の勢いがやや鈍いこと
が懸念される。次回12月の⾦融政策決定会
合で0.25％ptの追加利下げの可能性が高ま
り、当面株式市場にとって好材料と⾔える。

インド NIFTY50指数が過去最高
値を更新するかに注目

今週の振り返り

来週の注目点
- 14日開票のビハール州議会選挙において、

出⼝調査通りにモディ⾸相が率いる連⽴与
党が勝利すれば、NIFTY50指数が過去最
⾼値を更新する可能性高い。

対米関係とフレイタス氏
の動向に注目

ブラ
ジル

今週の振り返り

来週の注目点

- 米国との通商交渉に具体的な進展が⾒られ
るか、コーヒーに対する関税が正式に引き
下げられるか注目。また、足元ではフレイ
タス・サンパウロ州知事が来年の⼤統領選
に出⾺するとの期待が再浮上している。右
派勢⼒におけるボルソナロ一族の求心⼒が
低下する中、フレイタス⽒を⼤統領候補に
持ち上げる動きが加速するか注目したい。

- インフレ鈍化を受けて⾦利は低下。ブラジ
ル・レアルは、対米ドルで前週末⽐0.7%
増価し、円全面安の中、対円で1.4%増価。
ボベスパ指数は11日まで15連騰。12日と
13日は下落したが、前週末⽐で2.0%上昇。

- 11日発表の10月消費者物価指数は前年同
月⽐+4.68%と、9月の+5.17%から伸び
が鈍化し、市場予想を小幅に下回った。
5%割れは今年1月以来で、象徴的な動き。

- トランプ米⼤統領は12日、コーヒーに対
する関税を近く引き下げると表明。コー
ヒー豆の輸入をブラジルに依存しているた
め、両国の関係改善への期待が高まった。
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- CSI300指数は前週末⽐+0.5%、ハンセン
指数は同+3.2%。物価統計の上振れや経
済対策への期待感の高まりを背景に上昇。

- 10月の物価統計では、CPI前年同月⽐が4
カ月ぶりに上昇、PPIは3カ月連続で下げ
幅が鈍化。もっとも、CPIの上振れは⾦価
格上昇など特殊要因による影響が⼤きいと
⾒られる。需要の低迷が続いていることか
らも、当面の間はデフレが継続する⾒通し。

- 10月の社会融資総量の伸び率（ストック
ベース）は前年同月⽐+8.5％と3カ月連続
で鈍化し、先⾏きの景気減速を⽰唆した。
また、新規の銀⾏貸出は純減し、実体経済
における資⾦需要の低迷が鮮明となった。

- 10月の輸出額は前年同月⽐▲1.1%と9月
（同+8.3％）から減速。ただし、対米輸
出の前倒しによる昨年10月の上振れや営
業日数の減少が減速要因と考えられ、実勢
は引き続き底堅く推移していると⾒られる。

中国・ASEAN

11

インドネシア・ベトナム︓株価指数中国︓株価指数と10年国債利回り

ASEAN中国

今週の振り返り

- ASEAN株式市場は下落する国が多かった。
フィリピンは7-9月期GDPの下振れを受け
て引き続き軟調に推移した。また、政治的
不透明感や経済指標の下振れが重しとなり、
フィリピン・ペソは対米ドルで再び最安値
（終値ベース）を更新した。

- フィリピンの7-9月期実質GDPは前年同期
⽐+4.0%と、4-6月期（同+5.5％）から
減速。また、⺠間消費は同+4.1%に減速
したほか、固定資本形成は同+0.1%にま
で急減速した。公共投資での汚職疑惑を受
けた政治的不透明感の高まりと公共事業の
中断、台風被害などが下振れ要因と⾒られ
る。なお、10月にも中銀は先⾏きの景気
鈍化を懸念して予防的利下げを実施したが、
まさに中銀の懸念する通りとなった。中銀
は年内の追加利下げを⽰唆したが、フィリ
ピン・ペソが軟調に推移していることから
政策⾦利の引き下げ余地は限定的となろう。

今週の振り返り

LPR公表に注目

来週の注目点
- 貸出の参照⾦利であるLPRの公表に注目。

年内にも小幅な引き下げが⾒込まれている。

来週の注目点
- インドネシアの⾦融政策決定会合、タイの

7-9月期GDPに注目。

（%）

（出所）ブルームバーグ（出所）ブルームバーグ

インドネシア金融政策、
タイのGDPに注目

※期間は当資料発⾏日の前日を基準に過去1年間※期間は当資料発⾏日の前日を基準に過去1年間
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直近値 期間別変化幅 直近値 期間別変化幅

政策⾦利 11/13 1カ月 1年 3年 10年国債利回り 11/13 1カ月 1年 3年

米国 FFレート（上限） 4.00% -0.25 -0.75 0.00 米国 4.12% 0.09 -0.33 0.31

日本 無担保コール翌日物⾦利 0.50% 0.00 0.25 0.60 日本 1.70% 0.01 0.65 1.45

ユーロ圏 中銀預⾦⾦利 2.00% 0.00 -1.25 0.50 ドイツ 2.69% 0.05 0.30 0.53

カナダ 翌日物⾦利 2.25% -0.25 -1.50 -1.50 カナダ 3.18% 0.02 -0.13 0.04

豪州 キャッシュ・レート 3.60% 0.00 -0.75 0.75 豪州 4.42% 0.13 -0.25 0.77

ブラジル セリック・レート 15.00% 0.00 3.75 1.25 ブラジル 13.67% -0.35 0.91 0.35

メキシコ 銀⾏間翌日物⾦利 7.25% -0.25 -3.25 -2.75 メキシコ 8.92% 0.17 -1.12 -0.29

インド レポ⾦利 5.50% 0.00 -1.00 -0.40 インド 6.47% -0.05 -0.36 -0.84

中国 7日物リバース・レポレート 1.40% 0.00 -0.10 -0.60 中国 1.81% -0.04 -0.26 -0.93

ベトナム リファイナンス⾦利 4.50% 0.00 0.00 -1.50

直近値 期間別変化率 直近値 期間別変化率

株価指数 11/13 1カ月 1年 3年 為替（対円） 11/13 1カ月 1年 3年

米国 S&P500 6,737 1.2% 12.6% 68.7% 米ドル 154.56 1.5% -0.6% 11.3%

NYダウ 47,457 3.0% 8.0% 40.6% ユーロ 179.80 2.1% 9.5% 25.2%

日本 TOPIX 3,382 5.8% 24.9% 71.0% カナダ・ドル 110.13 1.5% -0.9% 5.4%

日経平均株価 51,282 6.6% 32.4% 81.4% 豪ドル 100.92 1.7% 0.1% 8.4%

欧州 STOXX600 581 2.5% 15.8% 34.3% ブラジル・レアル 29.17 4.7% 8.8% 12.0%

インド NIFTY50指数 25,879 2.6% 9.8% 41.0% メキシコ・ペソ 8.44 2.3% 11.3% 18.5%

中国 MSCI中国 89.01 2.6% 36.1% 57.1%  インド・ルピー 1.74 1.4% -5.4% 0.9%

ベトナム VN指数 1,631 -7.6% 30.9% 70.9% 中国人⺠元 21.76 1.9% 1.2% 10.8%

 ベトナム・ドン 0.59 1.4% -4.5% 4.6%

直近値 期間別変化率 直近値 期間別変化率

リート 11/13 1カ月 1年 3年 商品 11/13 1カ月 1年 3年

米国 NAREIT指数 25,582 1.2% -1.7% 22.8% WTI原油先物価格 58.69 -1.3% -14.2% -34.0%

日本 東証REIT指数 2,008 4.6% 20.6% 1.5% COMEX⾦先物価格 4,195 1.5% 62.2% 137.1%

12

付録 データ集｜直近値・期間別変化幅/率

（出所）ブルームバーグ

※直近値と期間別変化幅/率は現地通貨ベース
※NYダウの単位は（米ドル）、日経平均株価の単位は（円）、WTI原油先物価格の単位は（米ドル/バレル）、

COMEX⾦先物価格の単位は（米ドル/トロイオンス）
※NAREIT指数は配当込み、東証REIT指数は配当なし
※ベトナム・ドンの対円レートは100倍表⽰



W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

 英ポンド ↑ポンド高  ↓ポンド安   ノルウェー・クローネ ↑クローネ高  ↓クローネ安 

（円/ポンド） （米ドル/ポンド） （円/クローネ） （クローネ/米ドル）

 チェコ・コルナ ↑コルナ高  ↓コルナ安   ハンガリー・フォリント ↑フォリント高  ↓フォリント安 

（円/コルナ） （コルナ/米ドル） （円/フォリント） （フォリント/米ドル）

 ポーランド・ズロチ ↑ズロチ高  ↓ズロチ安   ルーマニア・レイ ↑レイ高  ↓レイ安 

（円/ズロチ） （ズロチ/米ドル） （円/レイ） （レイ/米ドル）

 ロシア・ルーブル ↑ルーブル高  ↓ルーブル安   トルコ・リラ ↑リラ高  ↓リラ安 

（円/ルーブル） （ルーブル/米ドル） （円/リラ） （リラ/米ドル）

1.15

1.20

1.25

1.30

1.35

1.40

1.45

168

176

184

192

200

208

216

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸） 対米ドル（右軸）

18
19
20
21
22
23
24
255.4

5.7
6.0
6.3
6.6
6.9
7.2
7.5

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸）

対米ドル（右軸、上下反転）

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

4.434

36

38

40

42

44

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

9.0

9.5

10.0

10.5

11.0

11.5

12.013.0

13.5

14.0

14.5

15.0

15.5

16.0

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

300

320

340

360

380

400

42036

38

40

42

44

46

48

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

4.0

4.2

4.4

4.6

4.8

5.028

30

32

34

36

38

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

50
60
70
80
90
100
110
1201.3

1.4
1.5
1.6
1.7
1.8
1.9
2.0

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸）

対米ドル（右軸、上下反転）

32

34

36

38

40

42

442.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

5.5

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

付録 データ集｜為替レート（欧州）
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※グラフの期間は当資料発⾏日の前日を基準に過去1年間
※ハンガリー・フォリントの対円レートは100倍表⽰ （出所）ブルームバーグ



W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

 中国⼈⺠元 ↑人⺠元高  ↓人⺠元安   香港ドル ↑香港ドル高  ↓香港ドル安 

（円/人⺠元） （人⺠元/米ドル） （円/香港ドル） （香港ドル/米ドル）

 韓国ウォン ↑ウォン高  ↓ウォン安   インド・ルピー ↑ルピー高  ↓ルピー安 

（円/ウォン） （ウォン/米ドル） （円/ルピー） （ルピー/米ドル）

 インドネシア・ルピア ↑ルピア高  ↓ルピア安   フィリピン・ペソ ↑ペソ高  ↓ペソ安 

（円/ルピア） （ルピア/米ドル） （円/ペソ） （ペソ/米ドル）

 マレーシア・リンギ ↑リンギ高  ↓リンギ安   ベトナム・ドン ↑ドン高  ↓ドン安 

（円/リンギ） （リンギ/米ドル） （円/ドン） （ドン/米ドル）

14,800

15,200

15,600

16,000

16,400

16,800

17,2000.80

0.85

0.90

0.95

1.00

1.05

1.10

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

3.6

3.8

4.0

4.2

4.4

4.6

4.828

30

32

34

36

38

40

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

6.4

6.6

6.8

7.0

7.2

7.4

7.618

19

20

21

22

23

24

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

1,200

1,250

1,300

1,350

1,400

1,450

1,5009.5

10.0

10.5

11.0

11.5

12.0

12.5

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）
78

80

82

84

86

88

901.5

1.6

1.7

1.8

1.9

2.0

2.1

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

50

52

54

56

58

60

622.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

21,000

22,000

23,000

24,000

25,000

26,000

27,0000.52

0.54

0.56

0.58

0.60

0.62

0.64

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

7.70

7.74

7.78

7.82

7.86

7.90

7.9416

17

18

19

20

21

22

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸）

対米ドル（右軸、上下反転）

付録 データ集｜為替レート（アジア）
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※グラフの期間は当資料発⾏日の前日を基準に過去1年間
※韓国ウォンとインドネシア・ルピアとベトナム・ドンの対円レートは100倍表⽰ （出所）ブルームバーグ



W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

 豪ドル ↑豪ドル高  ↓豪ドル安   NZドル ↑NZドル高  ↓NZドル安 

（円/豪ドル） （米ドル/豪ドル） （円/NZドル） （米ドル/NZドル）

 カナダ・ドル ↑カナダ・ドル高  ↓カナダ・ドル安   メキシコ・ペソ ↑ペソ高  ↓ペソ安 

（円/カナダ・ドル） （カナダ・ドル/米ドル） （円/ペソ） （ペソ/米ドル）

 ブラジル・レアル ↑レアル高  ↓レアル安   コロンビア・ペソ ↑ペソ高  ↓ペソ安 

（円/レアル） （レアル/米ドル） （円/ペソ） （ペソ/米ドル）

 チリ・ペソ ↑ペソ高  ↓ペソ安   南アフリカ・ランド ↑ランド高  ↓ランド安 

（円/ペソ） （ペソ/米ドル） （円/ランド） （ランド/米ドル）

0.54
0.57
0.60
0.63
0.66
0.69
0.72
0.75
0.78

86
89
92
95
98
101
104
107
110

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸） 対米ドル（右軸）

0.54

0.56

0.58

0.60

0.62

0.64

0.66

80

84

88

92

96

100

104

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸） 対米ドル（右軸）

1.24

1.28

1.32

1.36

1.40

1.44

1.4895

100

105

110

115

120

125

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）
15
16
17
18
19
20
21
226.5

7.0
7.5
8.0
8.5
9.0
9.5
10.0

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

15

16

17

18

19

20

216.5

7.0

7.5

8.0

8.5

9.0

9.5

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

4.4

4.8

5.2

5.6

6.0

6.4

6.822

24

26

28

30

32

34

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）
2,800

3,200

3,600

4,000

4,400

4,800

5,2002.7

3.0

3.3

3.6

3.9

4.2

4.5

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

800

850

900

950

1,000

1,050

1,10014

15

16

17

18

19

20

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

付録 データ集｜為替レート（オセアニア、南北アメリカ、アフリカ）
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※グラフの期間は当資料発⾏日の前日を基準に過去1年間
※コロンビア・ペソとチリ・ペソの対円レートは100倍表⽰ （出所）ブルームバーグ



W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

 原油  天然ガス
（米ドル/バレル） （米ドル/MMBtu）

 ⾦  銀
（米ドル/トロイオンス） （米ドル/トロイオンス）

 銅  ⼤豆
（米ドル/ポンド） （米ドル/ブッシェル）

 コーン  ⼩⻨
（米ドル/ブッシェル） （米ドル/ブッシェル）

3.8

4.2

4.6

5.0

5.4

5.8

6.2

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

COMEX銅先物価格

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

5.5

6.0

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

CBTコーン先物価格

40

50

60

70

80

90

100

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

WTI原油先物価格

9.0

9.5

10.0

10.5

11.0

11.5

12.0

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

CBT大豆先物価格

4.0

4.5

5.0

5.5

6.0

6.5

7.0

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

CBT⼩⻨先物価格

2,500

2,900

3,300

3,700

4,100

4,500

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

COMEX⾦先物価格

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

NYMEX天然ガス先物価格

25

30

35

40

45

50

55

24/11/13 25/3/13 25/7/13 25/11/13

COMEX銀先物価格

付録 データ集｜商品
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※グラフの期間は当資料発⾏日の前日を基準に過去1年間
（出所）ブルームバーグ



W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

memo
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W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

memo
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